
　
第
一
次
調
査　
藤
原
宮　
朱
雀
門
・
内
濠
・
外
濠
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
１
９
６
９
年
12
月
22
日 

～
１
９
７
０
年
５
月
25
日　
　
１
５
０
０
㎡

　

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
（
当
時
）
は
、
１
９
６
９
年
に
藤
原
宮
の
調
査
を
奈
良
県
教
育
委
員
会

か
ら
引
き
継
い
だ
。
そ
れ
ま
で
も
飛
鳥
藤
原
地
域
の
発
掘
調
査
の
た
め
の
人
員
と
予
算
を
要
求
し
て
い

た
が
、
同
年
に
調
査
費
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
ま
ず
藤
原
宮
南
辺
の
調
査
を
実
施
し
た
。
日
本
古
文
化

研
究
所
の
調
査
で
検
出
し
た
「
推
定
朝
堂
院
南
門
」
の
遺
構
を
再
確
認
す
る
こ
と
と
、
そ
の
南
方
の
状

況
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
門
の
遺
構
の
他
に
南
面
内
濠
と
外
濠
を
検

出
し
、
こ
の
門
は
藤
原
宮
南
面
中
門
の
「
朱
雀
門
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
藤
原
宮
の
構
造
の
解
明

に
重
要
な
一
歩
を
記
し
た
。
翌
１
９
７
０
年
度
に
は
人
員
も
認
め
ら
れ
、
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
に
飛

鳥
藤
原
宮
跡
調
査
室
を
設
け
、
以
後
継
続
的
に
飛
鳥
藤
原
地
域
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

第一次発掘調査風景（北から）
※黄昏時まで発掘作業に没頭する様子は、今も同じ…

南面中門（朱雀門）検出状況（南から）
※調査区後方に大極殿の森と鴨公小学校の建物が見える

遺跡東限に関わる東西調査区（北から）
※両調査区にまたがった位置に掘立柱建物がある

西側調査区全景（西から）
※斉明朝の石組東西溝と石組基幹水路が接続

緑釉獣脚硯
※硯の側面と獣脚は唐草文で飾っている

大極殿後方東回廊の遺構と大極殿の森（北東から）
※大極殿の背後を区切る施設の存在が明らかとなった

大極殿後方東回廊礎石据付痕跡検出状況（北から）
※この発見が新たな事実の解明につながった

掘立柱東西棟建物の検出状況（北から）
※奈良時代の建物かと思われたが、藤原京期と判明

四面廂付東西棟礎石建物の検出状況（北から）
※人が立っている場所で礎石据付穴を確認

同礎石建物の礎石据付穴（西から）
※礎石据付穴は径約 4m 大で、割られた礎石と根石が残る

　都城発掘調査部（飛鳥・藤原地区）庁舎と藤原宮跡・畝傍山（東から）
　※藤原宮第 45・46・47・50・53 次の発掘調査を経て、1988 年に飛鳥・藤原地区庁舎が建設された。
　　遺構の保存と周辺環境との調和を図るため、建物の高さは 10m 以下とし、2 階建て部分は遺構検出面
　　が深くなる敷地東側に建てている。
　　主要な遺構は、タイルや陶柱・盛土や植栽で位置や規模を表示しており、区画塀の一部は当時の技法
　　で復元している。また、調査成果を公開する展示室を設けており、調査研究活動はもちろんのこと、
　　遺跡の保存と公開活用にも配慮した施設となっている。

　
第
五
〇
次
調
査　
藤
原
京　
左
京
六
条
三
坊
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
８
６
年
７
月
28
日 

～
12
月
19
日　
　
２
５
０
０
㎡

　

藤
原
京
左
京
六
条
三
坊
の
調
査
。
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
（
現
都
城
発
掘
調
査
部
飛
鳥
藤
原

地
区
）
の
新
庁
舎
建
設
に
伴
い
実
施
し
た
。
東
三
坊
坊
間
路
上
に
大
規
模
な
建
物
を
検
出
し
た
こ
と
に

よ
り
、
四
町
占
地
の
土
地
利
用
が
あ
っ
た
こ
と
が
初
め
て
判
明
す
る
と
い
う
画
期
的
な
成
果
が
得
ら
れ

た
。
こ
の
施
設
は
京
職
（
京
の
一
般
行
政
を
つ
か
さ
ど
る
役
所
）
で
、
大
宝
元
年
（
７
０
１
）
以
降
は

左
京
職
と
な
る
。
ま
た
、
平
城
京
へ
の
遷
都
以
降
も
、
大
規
模
な
施
設
が
置
か
れ
て
い
た
。
遺
物
で
は

緑
釉
獣
脚
硯
が
注
目
さ
れ
、
木
簡
に
は
「
左
京
職
」、「
菜
取
司
」
の
役
所
名
を
記
し
た
も
の
や
、
霊

亀
３
年
（
７
１
７
）
の
紀
年
を
も
つ
稲
の
収
納
に
係
わ
る
木
簡
が
あ
る
。

　
第
一
〇
〇
次
調
査　
藤
原
宮　
内
裏
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
９
９
年
７
月
１
日 

～
11
月
11
日　
　
２
０
７
０
㎡

　

藤
原
宮
内
裏
地
区
か
ら
朝
堂
院
の
調
査
。
藤
原
宮
中
枢
部
の
構
造
は
日
本
古
文
化
研
究
所
の
調
査

で
概
略
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
た
が
、
細
部
に
つ
い
て
は
多
く
の
問
題
が
残
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
課
題

を
解
明
す
る
た
め
の
調
査
で
、
以
後
、
朝
堂
院
や
大
極
殿
院
の
調
査
を
継
続
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と

な
る
。
調
査
の
結
果
、
内
裏
南
辺
の
区
画
塀
な
ど
を
新
た
に
検
出
し
、「
東
楼
」
は
桁
行
７
間
ま
た
は

９
間
（
第
㆒
㆒
七
次
調
査
で
９
間
と
判
明
）、
梁
行
４
間
の
四
面
廂
付
東
西
棟
礎
石
建
物
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
先
行
条
坊
が
二
時
期
あ
る
と
い
う
知
見
を
得
、
藤
原
京
の
造
営
に
関
し
て
新
た

な
問
題
を
提
起
し
た
。

　
第
一
五
〇
次
調
査　
石
神
遺
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
７
年
10
月
１
日 

～
２
０
０
８
年
２
月
14
日　
　
４
８
４
㎡

　

飛
鳥
に
所
在
す
る
石
神
遺
跡
の
第
二
〇
次
調
査
。
石
神
遺
跡
か
ら
は
明
治
時
代
の
１
９
０
２
・０
３

年
に
須
弥
山
石
や
石
人
像
が
出
土
し
て
お
り
、
１
９
８
１
年
か
ら
遺
跡
の
内
容
を
解
明
す
る
た
め
の
調

査
を
継
続
的
に
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
７
世
紀
か
ら
８
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
大
遺
跡
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
、
７
世
紀
中
頃
の
斉
明
朝
に
は
饗
宴
施
設
、
天
武
朝
か
ら
藤
原
宮
期
に
は
官
衙
的
な
施
設

が
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
調
査
は
遺
跡
の
範
囲
を
確
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
調
査
の
結
果
、
石
組
溝
や
掘
立
柱
塀
、
お
よ
び
東
限
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
掘
立
柱
建
物
を

検
出
し
た
。
次
年
度
の
第
㆒
五
六
次
（
石
神
第
二
㆒
次
）
調
査
で
東
限
施
設
を
確
認
し
、
現
在
は
遺

跡
の
内
容
や
性
格
の
詳
し
い
分
析
を
進
め
て
い
る
。

　
第
二
〇
〇
次
調
査　
藤
原
宮　
大
極
殿
院
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
１
９
年
４
月
23
日 

～
調
査
中　
　
１
１
７
９
㎡

　

藤
原
宮
の
大
極
殿
院
は
周
囲
を
回
廊
で
囲
ま
れ
た
南
北
１
６
５
メ
ー
ト
ル
、
東
西
１
２
０
メ
ー
ト
ル

の
広
大
な
区
画
で
、
四
面
に
門
が
開
く
。
内
庭
部
は
礫
敷
き
の
空
間
で
、
中
央
や
や
南
に
大
極
殿
が
㆒

棟
だ
け
建
つ
と
復
原
さ
れ
て
き
た
。
本
調
査
は
大
極
殿
院
東
北
部
の
様
相
解
明
を
目
的
と
し
て
実
施
し

た
も
の
で
、
東
面
北
回
廊
に
取
り
付
く
桁
行
７
間
、
梁
行
２
間
の
大
極
殿
後
方
東
回
廊
を
検
出
し
た
。

こ
の
発
見
は
、
こ
れ
ま
で
空
閑
地
と
考
え
ら
れ
て
い
た
大
極
殿
院
北
半
部
に
も
施
設
が
存
在
す
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
定
説
に
再
考
を
迫
る
と
と
も
に
、
藤
原
宮
大
極
殿
院
お
よ

び
歴
代
宮
殿
の
今
後
の
調
査
研
究
に
関
し
て
重
要
な
問
題
を
提
起
し
た
。
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の
あ
ゆ
み

1986 年 第 50 次 藤原京左京六条三坊

1999 年 第 100 次 藤原宮内裏

2007 年 第 150 次 石神遺跡

2019 年 第 200 次 藤原宮大極殿院 


